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※実質収支、３億 ４９０万円の黒字
財政調整基金の減少と町債  残高増加に一旦の歯止め！！

自主財源：計　44 億 6,900 万円　（+923 万円）
１．町　税：29 億 6,042 万円（+5,518 万円）

２．繰入金：5 億 977 万円（▲１億 2,217 万円）
　　  目的に沿って使ったり、財源不足の際に引き出す、積立金の取崩しです。
　　  家計で言えば、定期貯金を解約し、使うイメージです。前年度に比べ、24％程度減少しました。

３．繰越金：4 億 1,284 万円（＋ 6,857 万円）
　　  前年度黒字額を繰り越しました。

４．その他：5 億 8,597 万円（+764 万円）
　　  使用料や手数料などその他の収入です。

依存財源：計　63 億 8,756 万円　（＋ 1 億 9,085 万円）
５．地方交付税など：31 億 7,381 万円（▲ 4,065 万円）

６．国、県支出金：26 億 2,379 万円（+4 億 8,498 万円）

７．町　債：5 億 8,996 万円（▲ 2 億 5,349 万円）

※（　）内は対前年の金額です

＊�臨時財政対策債＝地方交付税の不足分を町が国の肩代わりで
借り入れるもの。返済費用は今後の地方交付税で補われる

基金残高（町の貯金）

42億 1,429万円
（▲2億3,423万円）
うち、財政調整基金

16億8,979万円（+285万円）

町債残高（町の借金）

82億 6,020万円
（▲4,373万円）

　うち、＊臨時財政対策債
50億5,073万円（▲7,314万円）

令和２年度第３回定例会が、９月４日か
ら17日まで14日間の会期で開催され、
令和元年度一般会計決算認定など議案
25件について慎重審議しました。

収入合計Ａ：108億 5,656万円

－ひとことー
〇�令和元年度一般会計決算の大きな特徴

は、ここ数年間減り続けてきた「財政調
整基金」という使い勝手のいい貯金残
高が減らなかったことと借金が増えな
かったことだよ。

〇�ほかの基金で一部目的に合わせて使用
したものがあるから、基金総額では減っ
ています。まだまだ我が町の家計は厳
しいね！
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※実質収支、３億 ４９０万円の黒字
財政調整基金の減少と町債  残高増加に一旦の歯止め！！

令和元年度 決算

１．議会費
1 億 1,288 万円（▲ 114 万円）
議会運営のための費用

８．消防費
4 億 2,442 万円（▲ 1,396 万円）
広域組合消防施設の負担金や、町の消防団員
のための費用

10．災害復旧費
9,570 万円（▲ 920 万円）
災害復旧に使った費用

11．公債費
6 億 7,515 万円（+3,668 万円）
金融機関等からの借入金の返済費用

９．教育費
9 億 9,572 万円（+3,671 万円）
小・中学校の運営管理、幼保教育等、町の教
育全般経費で、小中学校の空調設備や認定こ
ども園施設関連整備等により増加

４．衛生費
6 億 7,449 万円（▲ 818 万円）
ごみ処理、感染者予防、健康対策などの費用

５．農林水産業費
3 億 1,933 万円（+7,533 万円）
農業、漁業振興のための費用で、漁港の浚渫工
事や農業後継者育成費用などが増加

６．商工費
１億 4,737 万円（▲ 1,269 万円）
商工業や観光振興のための費用

７．土木費
８億 6,906 万円（+4,561 万円）
道路や町の施設などを維持管理する費用で、町
営住宅の建設費用等により増加

２．総務費
16 億 4,374 万円（▲ 2 億 1,920 万円）
行政運営の事務費用などで、でんたつくん整
備事業の終了などにより減少

３．民生費
44 億 5,763 万円（+2 億 4,187 万円）
社会福祉全般に対する費用で、プレミアム付
商品券事業の拡大や幼保無償化に伴う費用増
により大幅増加

一般会計

差引収支Ａ－Ｂ :
4億 4,107万円

支出合計Ｂ：104億 1,549万円

－決算のポイントー
〇�前年度に比べ、収入、支出とも増加し

たけど、貯金の取崩しへの依存も少な
く、黒字になったよ!

〇�差引収支4億4千万円あまりは、全額令
和2年度に繰り越して活用されるんだ
よ。
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※�実質収支＝一般会計決算額の収入と支出の差引額から、
令和 2 年度に繰り越す必要がある財源を除いたもの



令和元年度　決算（続き）

特別会計 公営企業会計

国民健康保険事業
収入：32億9,404万円（▲１億3,206万円）
支出：32億7,297万円（▲2億647万円）
差引収支：2,107万円（+7,441万円）

後期高齢者医療
収入：5億8,555万円（+1,906万円）
支出：5億6,992万円（+1,935万円）
差引収支：1,563万円（▲29万円）

住宅新築資金等貸付事業
収入：631万円（▲52万円）
支出：631万円（+554万円）
差引収支：０円（▲606万円）

※本特別会計は令和元年度をもって終了しました

水道事業
収入：4億8,396万円（+502万円）
支出：4億5,779万円（+362万円）
差引収支：2,617万円（+140万円）

下水道事業
収入：９億4,529万円（▲2,528万円）
支出：8億4,008万円（▲1,595万円）
差引収支：1億521万円（▲933万円）
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－ひとことー
〇�国民健康保険事業は、加入者の減少で減収になったけど、

平成 29 年度の税率改正や県との共同運営への取組などで
黒字になったよ。

〇�後期高齢者医療会計は、75 歳以上の高齢者が増えたため、
じわじわと決算金額が拡大を続けているよ。

－監査意見（一般会計）抜粋ー
〇 決算審査に当たっては、予算の目的に沿った執行がなされており、正確であると認める。
〇 財政健全化に関する事項も適正であり、概ね健全と認める。
〇 �町の財務については、財政調整基金残高の維持や町債残高の微減により、一定の成果が見られるが、

基金総額は減少しており、今後も財政健全化に向け不断の努力を要する。
〇 �新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない中、歳入減・歳出増が見込まれ、今後非常に厳しい状

況が予測される。引き続き財源の確保、経費削減を継続しつつ、簡素で効率的な行政運営の取組を継
続されたい。

－ひとことー
〇�下水道事業は、使用料などが減少して収益が

減ったけど、処理場費なども減少したので、
差引収支は前年度よりもプラスになったよ。

高齢者人口はまだまだ増加
高齢者人口はまだまだ増加

岡垣町のおいしい水
岡垣町のおいしい水
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決算
審議

　決算は、総務産業常任委員会・文教厚生常任委
員会の２つの委員会の連合審査会（議員全員）で
集中審議しました。
　議員からの質問と、町長・教育長からの答弁の
一部を紹介します。
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。
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２
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０
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新
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ど
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０
０
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０
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イ
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取
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Ｒ
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イ
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す
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海
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車
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前
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ラ
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も
イ
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を
点
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さ
せ
ま
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た
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一
色
で
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一
感

を
持
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せ
る
よ
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し
ま
し
た
。
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ベ
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大
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学
生
と
一
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ま
ち
づ
く
り
の
視
点
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加
え
て
、
企

画
か
ら
点
灯
ま
で
を
計
画
し
、
若
者
の
感

性
を
取
り
入
れ
ま
す
。
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駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

保育所と幼稚園の機能を有する認
定こども園（えびつ幼稚園）

リニューアルされた駅前イルミネーション

一番人気のあまおう
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岡垣町新型コロナウイルス感染症緊急経済対策
～新しい生活様式に対応した社会経済活動の再開に向けて～

７月 27 日の臨時会、９月定例会で新型コロナウイルス感染症対策の補正予算が可決されました。（一部抜粋）

■ 臨時会

■ ９月定例会

公共交通利用促進
950 万円

サンリーアイ図書館
パワーアップ 3,280 万円

インフルエンザ予防接種助成     3,590 万円

自治活動補助金
3,530 万円

レンタサイクルの拡充
300 万円

　感染症の影響により低迷す
る公共交通の利用を回復させる
ため、従来の回数券（プレミア
ム率10％）に上乗せし、50％
のプレミアムを付与（大人用
2,000部、子ども用500部）
　また、コミュニティバスを安
心して利用できるよう、抗菌
シートや運転席との仕切り板
を設置

　電子図書館システム
の導入、電子書籍7,000
冊購入、図書消毒機の
購入
　最初にサンリーアイ
図書館に行き、登録を
すると、２回目以降は
自宅などから借りるこ
とができる

　自治活動を行うための
費用を補助（消耗品・備
品等に要する経費として
各区７万円+１世帯700
円を上限）
　公民館の改修等１公民
館につき 50 万円を限度
（複数区は75万円）

　今後新たな旅行スタイルの環境整備が
求められるため、現在実施している観光ス
テーション北斗七星レンタサイクルの拡充
（様々な種類の自転車を30台購入予定）

　新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの同時流行による医療機関
の混乱を防止するため、予防接種費用を助成

41 42 43 44 45 46 47 48

49 50 51 52 53 54 55 56

57 58 59 60 61 62 63 64

65 66 67 68 69 70 71 72

73 74 75 76 77 78 79 80

※左向きは№ 21

57_ 1 名札あり 2 名札白

56_ 1 籏白  2 旗なし

・�１歳から15歳までの１回2,000円の助成⇒６
カ月児から１歳未満、16歳から18歳まで拡大
・�母子手帳の交付を受けた妊婦に対し、１回
3,000円を助成

子ども・妊婦
・�これまでの助成に加えて、自己負担（１回1,500
円）を無償化
※�この補正予算を議決した後に、福岡県による無償化が
決定したため、県の予算を活用

高齢者

運転席の仕切り板

電子書籍のイメージ

自動検温消毒器（海老津区公民館）
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議決の状況について
議員の賛成○・反対●・除斥  除・退席  退・欠席  欠

内　　　容
採
決
日

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

結果

木
原
　
大
輔

市
津
　
広
海

太
田
　
清
人

曽
宮
　
良
壽

太
田
　
　
強

平
山
　
正
法

横
山
　
貴
子

安
里
　
雅
恵

神
崎
　
宣
昭

三
浦
　
　
進

広
渡
　
輝
男

川
地
　
啓
輔

監査委員の選任について 9/4 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町固定資産評価審査委員会委員の選任について 9/4 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例 9/17 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 9/17 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例 9/17 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町保育の必要性の認定に関する条例の一部を改正
する条例 9/17 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町町長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条
例の制定について 9/17 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町議会議員及び岡垣町長の選挙における選挙運動
の公費負担に関する条例の制定について 9/17 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度　岡垣町一般会計補正予算（第５号） 9/17 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度　岡垣町水道事業会計補正予算（第２号） 9/17 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度　岡垣町下水道事業会計補正予算（第２号） 9/17 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度　岡垣町一般会計歳入歳出決算認定について 9/17 賛成多数
認定 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計歳入歳出
決算認定について 9/17 賛成多数

認定 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算認定について 9/17 賛成多数

認定 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度　岡垣町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳
入歳出決算認定について 9/17 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度　岡垣町水道事業会計利益の処分及び決算認
定について 9/17 可決及び

認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度　岡垣町下水道事業会計利益の処分及び決
算認定について 9/17 可決及び

認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度決算に基づく健全化判断比率等の報告について 9/17 報告 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度　公益財団法人岡垣サンリーアイ文化ス
ポーツ振興財団決算報告について 9/17 報告 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

和解及び損害賠償の額の決定に係る専決処分の報告について 9/17 報告 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

和解及び損害賠償の額の決定に係る専決処分の報告について 9/17 報告 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町立小学校 GIGA スクール端末調達業務契約について 9/15 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町立中学校 GIGA スクール端末調達業務契約について 9/15 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度　岡垣町一般会計補正予算（第６号） 9/17 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激
な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書 9/17 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※議長は地方自治法の規定により議決には加わりません。
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令和元年度　岡垣町一般会計令和元年度　岡垣町一般会計
歳入歳出決算認定について歳入歳出決算認定について

討　　論

　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

伴
い
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
な
ど
を
行
い
、
子
育

て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

は
評
価
し
て
い
る
。

　

消
費
税
10
％
へ
の
引
上
げ
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
っ
て
、
住
民
の
暮
ら
し
は
大
変

で
あ
る
。
給
与
や
年
金
が
減
っ
て

い
る
中
で
、
物
価
上
昇
に
加
え
て

高
い
介
護
保
険
料
な
ど
の
支
払
い

で
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
住
民
も
い

る
。

　

地
方
自
治
体
に
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、
自
治
体
本
来
の
役
割
で

あ
る
住
民
福
祉
の
増
進
で
あ
る
。

こ
の
立
場
で
貧
困
と
格
差
に
正
面

か
ら
向
き
合
い
、
住
民
に
寄
り
添

う
政
策
を
取
る
べ
き
で
あ
る
。
今

こ
そ
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
よ
う

求
め
て
反
対
す
る
。

　

実
質
単
年
度
収
支
は
３
億
４
９

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
27

年
度
以
来
の
黒
字
で
あ
る
。
主
要

な
財
源
の
固
定
資
産
税
や
住
民
税

な
ど
の
町
税
は
29
億
６
千
万
円

で
、
過
去
10
年
間
は
ほ
ぼ
横
ば
い

だ
が
、
福
祉
関
連
予
算
は
44
億
５

千
７
百
万
円
と
ほ
ぼ
２
倍
と
な

り
、
今
後
一
層
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
。
決
算
額
に
占
め
る
自
主
財

源
の
比
率
は
41
・
２
％
、
類
似
団

体
の
自
主
財
源
比
率
よ
り
９
・
６

ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
お
り
自
主
財

源
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
、
農
業
用
た
め
池
、
水
路
や

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
整
備
、
波
津
漁

港
の
浚
渫
、
小
中
学
校
全
７
校
に

一
挙
に
空
調
施
設
の
整
備
を
行
う

な
ど
、
一
般
会
計
予
算
の
執
行
努

力
を
評
価
し
賛
成
す
る
。

　

令
和
元
年
度
の
主
要
な
取
組

は
、
財
政
調
整
基
金
を
維
持
す
る

こ
と
、
町
債
残
高
を
増
加
さ
せ
な

い
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
。

　

行
政
改
革
推
進
計
画
や
事
務
事

業
の
ス
リ
ム
化
、
第
５
次
総
合
計

画
等
、
住
み
た
い
と
選
ば
れ
る
ま

ち
づ
く
り
、
住
み
続
け
た
い
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
、
町
の
住
み
良

さ
を
よ
り
高
め
る
こ
と
を
重
点
に

置
き
、
多
岐
に
わ
た
り
、
き
め
細

か
な
対
策
を
た
て
、
着
実
に
実
行

し
目
標
ど
お
り
基
金
や
町
債
等
の

残
高
を
維
持
さ
れ
た
こ
と
は
高
く

評
価
す
る
。

　

今
後
は
、
他
町
と
は
違
っ
た
、

岡
垣
ら
し
さ
を
前
面
に
出
し
、
キ

ラ
リ
と
光
る
大
胆
な
攻
め
の
施
策

を
立
て
、
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
熱

望
し
て
賛
成
す
る
。

　

実
質
収
支
も
単
年
度
収
支
も
黒

字
と
な
っ
た
。
宮
内
町
政
は
、
第

５
次
総
合
計
画
の
終
盤
を
迎
え
、

町
が
掲
げ
て
い
る
３
つ
の
ま
ち
づ

く
り
の
将
来
像
に
向
か
っ
て
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
し
っ
か
り
と
取

り
組
ま
れ
て
い
る
と
判
断
す
る
。

　

最
近
の
国
内
に
お
け
る
過
去
最

大
と
言
わ
れ
て
い
る
台
風
等
に
よ

る
風
水
害
が
起
こ
っ
て
い
る
中
、

緊
急
情
報
を
住
民
に
速
や
か
に
伝

え
る
地
域
情
報
シ
ス
テ
ム
で
ん
た

つ
く
ん
の
設
置
活
用
は
、
住
民
の

安
全
安
心
に
多
大
な
効
果
を
生
み

出
し
て
い
る
も
の
と
判
断
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
問
題
で
国
か
ら
の
交

付
金
も
減
額
の
お
そ
れ
も
あ
る
。

自
主
財
源
の
増
に
力
を
入
れ
る
こ

と
を
要
望
し
て
賛
成
す
る
。

平
山
　
正
法
　
議
員

広
渡
　
輝
男
　
議
員

神
崎
　
宣
昭
　
議
員

太
田
　
　
強
　
議
員

反 

対

賛 

成

住
民
に
寄
り
添
っ
た
政
策
を

自
主
財
源
の
確
保
へ
向
け
て

大
胆
な
施
策
を

「
で
ん
た
つ
く
ん
」
の
活
用
で

安
心
・
安
全
を

8



　

令
和
元
年
度
の
実
質
収
支
は
、

３
億
４
９
０
万
円
の
黒
字
決
算
と

な
り
、
経
常
収
支
比
率
も
昨
年
よ

り
１
・
５
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
事
は
行
政
改
革
推
進

計
画
の
実
行
、
事
務
事
業
の
ス
リ

ム
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
で

あ
る
と
評
価
す
る
。
し
か
し
、
財

源
の
構
造
か
ら
見
る
と
、
自
主
財

源
と
依
存
財
源
の
割
合
は
41
・
２

対
58
・
８
で
あ
り
、
自
主
財
源
は

類
似
団
体
構
成
比
と
比
べ
９
・
６

ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
る
。

　

国
県
の
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
注

視
し
て
財
源
の
確
保
と
併
せ
て
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
確
保
の

た
め
、
更
に
自
主
財
源
の
確
保
へ

の
取
組
を
望
む
。

　

将
来
に
渡
っ
て
、
発
展
性
を
期

待
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
の

取
組
を
要
望
し
賛
成
す
る
。

　

財
政
調
整
基
金
残
高
の
維
持
や

近
年
増
加
し
て
い
た
町
債
残
高
が
微

減
と
な
っ
た
の
は
評
価
で
き
る
が
、

基
金
残
高
は
前
年
度
末
と
比
較
し

て
２
億
３
千
４
２
３
万
円
減
少
と
依

然
財
政
は
厳
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
、
全
小
中
学
校
の
空
調

整
備
や
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
等
の
設
置
に
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
が
安
全
安
心
に
育
つ
環
境

も
整
え
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
町
営
三
吉
団
地
建
設
着

手
や
生
涯
学
習
活
動
の
支
援
な
ど
、

住
民
一
人
一
人
が
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
が
全
般
的
に
は
で
き
て
い
る

と
考
え
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

よ
り
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
想
さ

れ
る
が
、
そ
の
中
で
も
住
民
が
心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と

を
切
に
要
望
し
て
賛
成
す
る
。

　

昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
子
育

て
あ
ん
し
ん
課
は
、
子
ど
も
た
ち

が
遊
べ
る
空
間
を
設
け
、
相
談
し

や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
多
面

的
に
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
よ
う
に
、

課
を
超
え
て
横
の
つ
な
が
り
を
強

化
す
る
た
め
の
関
係
づ
く
り
を
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
を
評
価
す

る
。
親
子
で
来
ら
れ
る
方
々
が
相

談
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
は
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進

ん
で
い
く
岡
垣
町
で
、
介
護
予
防

か
ら
始
ま
り
、
介
護
が
必
要
な
状

況
に
な
っ
て
も
町
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
様
々
な
取
組
を

し
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
、
高
齢

者
福
祉
の
さ
ら
な
る
充
実
を
求
め

て
賛
成
す
る
。

横
山
　
貴
子
　
議
員

川
地
　
啓
輔
　
議
員

安
里
　
雅
恵
　
議
員

発
展
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

輝
く
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

こ
れ
か
ら
に
期
待
し
て

議　会　の　動　き 令和2年度岡垣町議会住民懇談会
議員と語ろう前回定例会終了後の本会議・委員会・協

議会等についてお知らせします。
日時 委員会等 議　　題

7月  7日 そ の 他 三里松原保全活動
7月21日 議会運営 第3回臨時会

7月27日 本 会 議
第3回臨時会（１日間）
委員会（連合審査会）・全員協
議会

8月21日 研 修 会 委員長・副委員長研修
8月24日 議会運営 第3回定例会

9月4日～
9月17日 本 会 議

第3回定例会（14日間）
本会議・一般質問・委員会（連
合審査会）・全員協議会・議会
運営委員会

9月17日・
30日

10月  5日
議会広報 議会だよりの編集

中止とします
　毎年行っている「議員と語ろう」は、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止
とします。
　昨年度の「議員と語ろう」で出された意見
の中から特に重要と思われるものについて
は、調査・研究を継続しています。81 82 83 84 85 86 87 88

89 90 91 92 93 94 95 96

97 98 99 100 101 102 103 104

105 106 107 108 109 110 111 112

113 114 115 116 117 118 119 120
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　 

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

ページ 議員氏名 内　　容

11 太田　強
１．第６次総合計画の進捗状況について
２．ＪＲ海老津駅前及び周辺地域活性化について

11 曽宮　良壽
１．�岡垣町の「風土」について
２．教育基本構想について

12 太田　清人 １．�新型コロナウイルス感染症諸対策の検証と今後
の対応等について

12 平山　正法 １．新型コロナウイルス感染症対策について

13 広渡　輝男

１．�新型コロナウイルス感染症への対応へ向けた取
組について

２．�新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金実施計画について

13 安里　雅恵 １．住み慣れた地域で安心して暮らすために

10町政を問う　一般質問



太
田

町
も
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
で
多
く
の

時
間
を
割
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
に
お
い

て
第
６
次
総
合
計
画
の
策
定
は
、
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
か
。

町
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
会
議

の
時
間
も
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
中
、
団
体

ヒ
ア
リ
ン
グ
や
総
合
計
画
審
議
会
を
開
催
す

る
な
ど
策
定
作
業
を
精
力
的
に
進
め
て
い
ま

す
。
来
年
３
月
の
定
例
会
に
審
議
を
お
願
い

す
る
予
定
で
す
。

太
田

他
市
町
村
の
若
い
方
が
岡
垣
町
に
住

み
た
い
と
思
う
に
は
、
子
育
て
問
題
と
教
育

問
題
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
ど
う
で
す
か
。

町
長

子
育
て
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲

げ
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
な
ど
進
め

ま
し
た
。
本
年
４
月
に
は
、
子
育
て
あ
ん
し

ん
課
の
設
置
や
関
係
課
の
集
約
配
置
も
行
い

ま
し
た
。
第
６
次
総
合
計
画
に
お
い
て
も
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
入
れ
ま
す
。

教
育
長

教
育
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に

対
応
し
な
が
ら
、
確
か
な
学
力
、
健
や
か
な

体
、
豊
か
な
人
間
性
、
新
し
い
社
会
を
生
き

抜
く
力
、
こ
れ
ら
を
養
っ
て
い
け
る
よ
う
し
っ

曽
宮

も
と
も
と
こ
の
地
域
で
連
綿
と
暮
ら

し
て
い
る
方
々
は
「
土
」、
移
住
し
て
き
た

方
々
は
「
風
」
で
、
そ
れ
を
融
合
し
共
同
体

を
維
持
す
る
も
の
が
カ
ル
チ
ャ
ー
で
あ
り
、

そ
の
ベ
ー
ス
に
は
社
会
教
育
が
あ
り
ま
す
。

町
長
・
教
育
長
は
岡
垣
町
の
風
土
を
ど
う
考

え
、
次
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
展
開
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
か
。

町
長
・
教
育
長

住
民
の
意
識
や
活
動
を
風

土
と
捉
え
る
な
ら
ば
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
が
岡
垣
町
の
風
土
と
言
え
ま
す
。

　

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
が
住
民
の
生
活
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が

見
て
と
れ
ま
す
。
全
て
の
住
民
が
町
へ
の
愛

着
を
育
み
、
よ
り
良
い
地
域
を
つ
く
る
た
め

行
政
と
と
も
に
様
々
な
地
域
課
題
の
解
決
を

図
っ
て
い
く
、
こ
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

さ
ら
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

曽
宮

令
和
３
年
度
で
期
間
満
了
す
る
「
教

育
基
本
構
想
」
の
そ
の
後
と
次
期
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と
の
関
係
性
、
そ
の
協
働
の
元
と
な

る
庁
内
外
の
人
材
育
成
に
生
涯
学
習
課
の
果

た
す
役
割
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

海老津駅周辺

岡垣町の生涯学習の象徴　岡垣サンリーアイ

議員
町長

第
６
次
総
合
計
画
の
進
捗
状
況
は

来
年
３
月
の
議
会
審
議
で

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

議員
町長

岡
垣
町
の
風
土
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
捉
え
て
い
る

か
り
取
り
組
み
ま
す
。

太
田

Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
前
及
び
そ
の
周
辺
地

域
活
性
化
に
つ
い
て
、
民
間
活
力
を
生
か
し

て
取
り
組
む
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在

の
進
捗
状
況
、
ま
た
今
後
の
進
め
方
は
ど
う

で
す
か
。

町
長

町
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
駅
前
の
エ
リ
ア
を
北
街
区
と
南

街
区
に
分
け
て
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
段
階
で
は
、
用
地
の
取
得
、
民
間
事
業
者

の
参
画
、
財
源
の
確
保
が
重
要
な
課
題
で
す
が
、

住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
長

次
期
教
育
基
本
構
想
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
第
６
次
総
合
計
画
と
整
合
が
と

れ
る
よ
う
調
整
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
課
は
サ
ン
リ
ー
ア
イ
等
生
涯
学

習
の
拠
点
施
設
の
所
管
、
公
民
館
講
座
等
を

通
じ
て
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
学
習
機
会

を
提
供
し
て
お
り
、
人
材
育
成
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
誰
も

が
生
涯
に
わ
た
り
自
由
に
学
習
機
会
を
選
択

し
て
学
び
、
そ
の
成
果
を
地
域
に
還
元
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

曽宮　良壽 議員

太田　　強 議員
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
平
山

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を

抑
止
す
る
に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
大
規
模
に

実
施
し
て
、
陽
性
者
を
保
護
、
療
養
す
る
以

外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充

と
体
制
強
化
を
県
に
緊
急
要
請
す
べ
き
で
は

な
い
で
す
か
。

町
長

国
は
、
民
間
検
査
機
関
で
の
検
査
な

ど
段
階
的
で
す
が
、
検
査
体
制
を
拡
充
し
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国
は
県
に
対
し
て
更

な
る
検
査
体
制
の
充
実
を
図
る
よ
う
働
き
か

け
て
お
り
、
今
後
も
感
染
の
状
況
に
応
じ
て

整
備
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

平
山

ど
こ
で
、
誰
が
感
染
す
る
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
の
で
、
県
に
要
請
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

町
長

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
は
、
県
内

19
カ
所
で
地
域
の
医
師
会
が
中
心
と
な
っ

て
、
医
師
の
判
断
や
保
健
所
の
指
示
に
基
づ

き
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
遠
賀
中
間
医

師
会
で
は
、
県
下
全
体
の
医
師
会
加
入
の
医

療
機
関
で
検
査
が
で
き
る
よ
う
、
県
と
協
議

を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
今
後
の
状
況
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

平
山

子
ど
も
た
ち
の
ケ
ア
と
学
び
、
感
染

太
田

コ
ロ
ナ
対
策
を
主
と
す
る
国
予
算
の

二
度
に
わ
た
る
大
型
補
正
57
兆
６
千
億
円

は
、
全
て
国
債
で
賄
わ
れ
将
来
に
重
い
負
担

を
強
い
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
我
が
町
の

独
自
対
策
も
、
こ
れ
を
原
資
と
す
る
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
で
対
応
す
る
こ
と
で
、
無
駄

遣
い
は
許
さ
れ
な
い
と
考
え
ま
す
。
次
に
備

え
る
た
め
、
い
っ
た
ん
終
了
し
た
エ
ー
ル
飯

や
緊
急
つ
な
ぎ
給
付
金
な
ど
、
諸
対
策
に
つ

い
て
は
十
分
な
検
証
や
分
析
、
効
果
測
定
を

行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

町
長

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
や
県

の
施
策
に
連
動
す
る
形
で
、
そ
の
都
度
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

店
内
飲
食
主
体
の
飲
食
店
の
新
た
な
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
等
の
取
組
を
推
進
す
る
エ
ー
ル
飯

に
つ
い
て
は
、
利
用
件
数
５
千
５
９
５
件
、

売
上
２
千
万
円
以
上
の
実
績
を
あ
げ
、
参
加

18
店
舗
の
う
ち
16
店
舗
が
こ
の
取
組
を
継
続

さ
れ
て
い
ま
す
。
緊
急
つ
な
ぎ
給
付
金
に
お

い
て
は
、
給
付
の
約
３
割
を
占
め
た
土
木
・

建
設
・
建
築
業
を
筆
頭
に
様
々
な
業
種
の
事

業
者
か
ら
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
事
業
効
果
の
検
証
に
つ
い
て

海老津小学校

５月で終了した町の独自対策 岡垣エール飯

議員
町長

コ
ロ
ナ
対
策
の
検
証
等
は
実
施
し
て

い
る
か

コ
ロ
ナ
収
束
後
行
う

議員
町長

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
を

状
況
に
応
じ
て
整
備
さ
れ
て
い
く

防
止
の
点
で
、
少
人
数
学
級
の
実
現
は
急
務

で
す
。
20
人
前
後
の
学
級
を
実
施
す
べ
き
で

は
な
い
で
す
か
。

教
育
長

身
体
的
距
離
を
と
る
た
め
に
、
す

べ
て
の
学
校
で
20
人
前
後
の
学
級
に
す
る
こ

と
は
、
相
当
の
施
設
整
備
と
教
員
の
配
置
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
現
時
点
で
の
実
現

は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
だ
け
で
な
く
、
き

め
細
か
い
教
育
を
実
施
す
る
た
め
に
、
ま
ず

は
35
人
学
級
の
拡
充
を
全
国
市
町
村
教
育
委

員
会
連
合
会
か
ら
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

は
、
現
在
も
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
行
え
て
い
ま

せ
ん
。
感
染
収
束
後
に
他
の
対
策
も
含
め
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

太
田

コ
ロ
ナ
禍
に
か
か
る
経
済
の
急
減
速

や
巨
額
の
対
策
費
の
反
動
と
し
て
、
次
年
度

以
降
、
町
の
財
政
は
、
税
収
の
減
少
を
は
じ

め
大
幅
な
減
収
は
不
可
避
と
考
え
ま
す
。
こ

れ
を
機
に
事
業
・
業
務
の
見
直
し
等
行
っ
て

い
く
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長

新
た
な
行
政
改
革
計
画
等
は
策
定
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
さ
ら
に
厳
し
い
行
財

政
運
営
が
見
込
ま
れ
る
中
、
継
続
し
て
事
務

事
業
の
ス
リ
ム
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

平山　正法 議員

太田　清人 議員
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広
渡

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
経
済
活
動
の
急
速
な
縮
小
に
伴
い
、
中

小
・
小
規
模
事
業
者
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
含

む
個
人
事
業
主
を
取
り
巻
く
経
済
環
境
は
極

め
て
厳
し
く
、
事
業
の
継
続
や
雇
用
の
維
持

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
影
響
を
受
け
て
い

る
事
業
者
な
ど
へ
向
け
た
資
金
繰
り
、
設
備

投
資
・
販
路
開
拓
、
経
営
環
境
の
整
備
な
ど

様
々
な
支
援
策
や
取
組
状
況
を
お
尋
ね
し
ま

す
。

町
長

国
や
県
の
経
済
対
策
と
連
動
し
、
第

一
次
か
ら
第
四
次
に
か
け
段
階
的
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
町
独
自
の
第
一
次
経
済
対

策
は
、
事
業
者
へ
の
緊
急
つ
な
ぎ
資
金
給
付

金
、
岡
垣
エ
ー
ル
飯
推
進
事
業
、
第
二
次
は

休
業
等
協
力
店
舗
支
援
金
の
支
給
、
国
の
持

続
化
給
付
金
等
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
相
談
窓
口

を
商
工
会
に
設
置
す
る
た
め
の
支
援
、
第
三

次
は
、
住
民
の
生
活
を
支
援
す
る
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
の
販
売
、
第
四
次
は
国
の
制

度
と
連
動
す
る
家
賃
軽
減
支
援
金
、
新
し
い

生
活
様
式
に
対
応
し
た
店
づ
く
り
事
業
補
助

金
等
の
取
組
を
実
施
し
ま
し
た
。
引
き
続
き

事
業
者
等
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

広
渡

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

安
里

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
広
が
り
に
よ

り
高
齢
者
の
運
動
・
交
流
の
機
会
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
健
康
状
態
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
ま
す
か
。 

町
長

高
齢
者
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
の

訪
問
や
お
互
い
さ
ま
命
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

等
に
よ
り
重
層
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。 

安
里

住
民
主
体
の
認
知
症
カ
フ
ェ
の
主
催

者
は
、
み
ん
な
で
集
ま
る
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
の
と
同
時
に
、
基
礎
疾
患
を
抱
え
た
高

齢
者
が
集
ま
る
こ
と
の
怖
さ
も
感
じ
て
い
ま

す
。
町
の
支
援
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。

町
長

認
知
症
カ
フ
ェ
の
再
開
に
向
け
て
、

非
接
触
型
の
体
温
計
・
消
毒
液
な
ど
の
貸
出

や
開
催
の
方
法
な
ど
の
提
案
を
し
て
い
ま
す
。 

安
里

新
し
い
生
活
様
式
の
中
で
認
知
症
カ

フ
ェ
は
、
主
催
者
の
方
々
の
頑
張
り
で
続
け

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
現
在
の

カ
フ
ェ
の
現
状
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
い
ま

す
か
。 

町
長

様
々
な
機
会
を
通
し
て
現
状
の
把
握

に
努
め
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
カ
フ
ェ
が 

楽しく健康体操（ふれ愛カフェ）

議員
町長

雇
用
の
維
持
と
継
続

新
し
い
生
活
様
式
へ
向
け
て

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

議員
町長

認
知
症
カ
フ
ェ
に
つ
い
て

引
き
続
き
支
援
し
て
い
く

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
は
、
岡
垣
町
に
は
国

の
第
一
次
補
正
と
第
二
次
補
正
と
合
わ
せ
て

４
億
９
千
４
百
万
円
の
交
付
枠
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
の
か

お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
は
、

第
一
次
か
ら
第
四
次
ま
で
の
対
策
分
と
本
定

例
会
の
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
る
感
染
症

対
策
事
業
を
合
わ
せ
て
、
交
付
枠
の
93
％
を

活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
冬
に
向
け
た

感
染
症
対
策
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
新
た

な
対
策
へ
の
活
用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

継
続
で
き
る
よ
う
主
催
者
と
連
絡
を
密
に
し

て
い
き
ま
す
。

安
里

主
催
者
の
方
々
は
も
っ
と
寄
り
そ
っ

て
助
言
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

町
長

そ
の
声
は
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
ま

す
。
認
知
症
の
発
症
を
遅
ら
せ
る
こ
と
や
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
希
望
を
持
っ
て
日
常
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
視
点
を
重
視
し

た
取
組
の
一
つ
で
あ
る
認
知
症
カ
フ
ェ
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

広渡　輝男 議員

安里　雅恵 議員
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ちちいきのいきのちちからから
第３回　～地域猫活動（高倉）～

（取材日）

　令和２年９月１４日

（代表）　

　早川　久美さん（高倉）

早川さんは、ご家族とご近所さん

とで活動をしています。

Ｑ　この活動を始めようと思ったきっかけは何ですか？

Ａ　�野良猫が多く、解決したいという思いと、私が生き

ている証を残したいと思いがあり始めました。

Ｑ　いちばん苦労したことは何ですか？

Ａ　�去勢手術の日が決まっているのに、野良猫を捕獲で

きなかったことです。

Ｑ　いちばん嬉しかったことは何ですか？

Ａ　�エサを持って来てくれたり、心配してくれたりする

ことで、みなさんから支えられていると思った時で

す。

Ｑ　岡垣町や町議会に望むことは何ですか？

Ａ　小さな命でも大切にするよう発信してください。

Ｑ　住民のみなさんへ伝えたいことはありますか。

Ａ　�猫にエサをあげないでください。と言われることも

あります。地域猫活動を理解してください。

地域猫活動ってなに？
　野良猫による糞尿や鳴き声などの問題を地域の環
境問題として捉え、地域住民の合意のもと、その地
域にお住まいで、活動を行おうとする住民や活動グ
ループが主体となって、不妊去勢手術や一定のルー
ルに基づいたエサやり、トイレの管理などを行いま
す。
　飼い主のいない猫を不要なものとして排除するの
ではなく、不妊去勢手術により、一代限りの命を全
うさせ、数年かけて地域から野良猫がいなくなるこ
とを目指すという活動です。
　地域猫活動の実施団体として役場から認定を受け
ると、手続きが終わり次第、不妊去勢手術が無料で
できる手術券をお渡ししています。不妊去勢手術が
できる病院は、獣医師会の協力動物病院です。

びわりんびわすけの

この企画は、岡垣町で頑張っている皆さんに取材
を行い、活動の内容や町や議会への要望などを取
材しています。

去勢手術が終わった証として、オス猫は右、メス猫は左の耳をカットしているよ。

岡垣町で地域猫活動をしている所は３団体あるんだよ。もっと広がってほしいなぁ。

41 42 43 44 45 46 47 48

49 50 51 52 53 54 55 56

57 58 59 60 61 62 63 64

65 66 67 68 69 70 71 72

73 74 75 76 77 78 79 80

※左向きは№ 21

57_ 1 名札あり 2 名札白

56_ 1 籏白  2 旗なし

３団体の地域猫の様子３団体の地域猫の様子

ペットを飼っているみなさん

最後まで責任を持ってくださいね
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